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都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
で
整
備
し
て

い
た
「
町
道
迎
町
高
校
線
」
の
道
路
工
事

は
2
月
28
日
、
一
部
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
中
心
市
街
地
の
活
性

化
、
歩
行
者
の
安
全
性
確
保
や
交
通
環
境

の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
道
迎
町
高
校
線
は
、
役
場
と
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
間
の
道
路
で
、
御
船
小

学
校
南
門
か
ら
新
国
道
4
4
5
号
間
総
延

長
約
2
0
0
㍍
を
整
備
中
。
総
事
業
費
は

約
3
0
0
0
万
円
で
す
。

　

工
事
は
、
平
成
22
、
23
年
度
の
2
か
年

事
業
で
実
施
。
22
年
度
は
、
御
船
小
学
校

と
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
間
の
約
1
0
2

㍍
が
完
了
。
23
年
度
に
は
、
御
船
小
学
校

南
門
付
近
と
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か

ら
新
国
道
4
4
5
号
ま
で
の
約
96
㍍
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
を
担
当
す
る
土
木
係
で
は
、「
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
の
駐
車
場
を
歩
道

に
整
備
し
て
、
歩
行
者
の
安
全
性
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
歩
道

や
路
側
帯
へ
違
法
駐
車
を
し
な
い
よ
う
協

力
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

道
路
拡
張
と
車
道
を
新
設
し
た

町
道
迎
町
高
校
線
が
一
部
完
成
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九
州
横
断
自
動
車
道
延
岡
線
の

鶴
山
谷
ト
ン
ネ
ル
が
無
事
貫
通

　

国
土
交
通
省
が
整
備
し
て
い
た
九
州
横

断
自
動
車
道
延
岡
線
の
鶴
山
谷
ト
ン
ネ
ル

（
益
城
町
小
池
）
の
貫
通
式
は
2
月
25
日
、

同
ト
ン
ネ
ル
内
で
あ
り
、
沿
線
首
長
、
地

域
住
民
や
工
事
関
係
者
な
ど
、
約
70
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

鶴
山
谷
ト
ン
ネ
ル
は
、
嘉
島
町
・
山
都

町
間
の
約
23
㌔
を
結
ぶ
、6
か
所
の
ト
ン

ネ
ル
の
一
つ
で
、
大
成
建
設
㈱
が
受
注
。

延
長
2
8
8
㍍
で
、
事
業
費
は
約
8
億
5

千
万
円
で
す
。

　

式
典
で
は
、
発
破
点
火
、
清
め
の
儀
、

鏡
開
き
な
ど
を
順
次
行
い
、
貫
通
を
盛
大

に
祝
い
ま
し
た
。

　

建
設
促
進
期
成
会
の
甲
斐
利
幸
会
長

（
山
都
町
長
）
は
、「
延
岡
線
は
、
将
来
の

町
に
と
っ
て
、
お
お
い
に
可
能
性
を
描
く

こ
と
の
で
き
る
夢
の
膨
ら
む
道
路
。
ま
ず

山
都
ま
で
23
㌔
が
早
期
に
供
用
開
始
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
祝
辞
。

　

延
岡
線
は
、
九
州
自
動
車
道
の
嘉
島
町

に
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
て
、
宮
崎
県

延
岡
市
ま
で
を
結
ぶ
、
総
延
長
95
㌔
の
高

速
道
路
で
す
。
開
通
後
は
、▽
熊
本
市
か

ら
山
都
町
ま
で
が
約
60
分
▽
熊
本
市
か
ら

延
岡
市
ま
で
約
2
時
間―

と
、
所
要
時
間

が
短
縮
さ
れ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
の
荒
木
崇
さ
ん
（
木
倉
）
は
、

「（
大
平
、
河
内
に
続
き
）3
か
所
目
の
ト

ン
ネ
ル
が
無
事
に
貫
通
し
て
よ
か
っ
た
。

早
期
の
全
線
開
通
を
願
い
ま
す
」
と
、
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
へ
、
一
人
一

枚
ず
つ
の
「
カ
ー
ド
型
保
険
証
」
を
郵
送

し
ま
し
た
。
保
険
証
は
、▽
一
般
被
保
険

者
用
（
ふ
じ
色
）▽
退
職
被
保
険
者
用
（
水

色
）―

の
2
種
類
で
、
財
布
に
収
納
で
き

る
大
き
さ
で
す
。皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
、

3
月
中
旬
ご
ろ
配
達
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を

お
持
ち
に
な
っ
て
、
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、3
月
31
日

で
有
効
期
限
が
き
れ
ま
す
。4
月
1
日
を

過
ぎ
ま
し
た
ら
、
各
自
で
厳
重
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い

な
い
人
に
は
、
保
険
証
を
送
っ
て
い
ま
せ

ん
。
も
し
も
、
保
険
証
を
持
た
ず
に
医
療

機
関
へ
受
診
し
た
場
合
に
は
、
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
ず
に
、
10
割
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
保
険
証
が
必
要
な
人
は
、

保
険
税
を
役
場
会
計
や
金
融
機
関
の
窓
口

で
納
め
ら
れ
た
後
に
、
保
険
証
の
発
行
と

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
係
窓
口
ま
で
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
が
納
め
ら
れ
て
い
な

い
世
帯
で
あ
っ
て
も
、高
校
生
以
下
に
は
、

6
か
月
間
有
効
の
短
期
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。
短
期
保
険
証
を
受
け
と
る
た
め
に

は
、
世
帯
主
や
国
保
税
を
納
め
て
い
る
人

の
納
税
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
係
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
者
の
一
人
一
人
に

カ
ー
ド
型
の
保
険
証
を
郵
送

問

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係　

☎
2
8
2－

１
6
0
4

協定協 定
　

役
場
で
2
月
14
日
、
御
船
町
と
熊
本
県

産
業
廃
棄
物
協
会
と
の
間
で
、
災
害
時
に

お
け
る
廃
棄
物
処
理
の
支
援
協
定
を
結
ぶ

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
御
船
町
で
災
害
が
発
生

し
た
際
、
廃
棄
物
処
理
の
支
援
活
動
、
生

活
環
境
保
全
や
復
旧
支
援
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
県
内
の
市
町
村
で
は
9
番
目
。

　

式
に
は
、
山
本
孝
二
町
長
と
大
野
羊
逸

会
長
が
出
席
し
て
、
協
定
書
に
署
名
と
押

印
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

山
本
孝
二
町
長
は
、「
最
近
は
、
災
害

な
ど
が
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
協
定
を
機
に
、
町
と
県
産
業
廃
棄

物
協
会
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
、
住
民
の

安
心
安
全
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
機
関

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

熊
本
県
産
業
廃
棄
物
協
会
は
、
生
活
環

境
の
保
全
や
産
業
の
健
全
な
発
展
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
た

社
団
法
人
。
現
在
、
県
下
に
7
支
部
と
、

3
3
2
社
の
会
員
で
構
成
。主
な
活
動
は
、

▽
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
▽
再
生
利
用

の
調
査
研
究
▽
環
境
保
全
対
策
事
業
▽
啓

発
活
動―

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、3
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
▽
廃
棄
物

の
発
生
を
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）▽
資
源

の
循
環
利
用
（
再
生
用
リ
ユ
ー
ス
）▽
再

生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
3
Ｒ
の
推
進

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ
て
、
災
害
時

の
現
場
調
査
、
廃
棄
物
で
の
被
害
拡
大
や

二
次
災
害
防
止
へ
の
迅
速
な
対
応
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
廃
棄
物
処
理
の
支
援

町
と
協
会
で
支
援
協
定
を
締
結

協定書に署名と押印をする、山本孝二町長（右）と
大野羊逸会長（右二番目）

鏡開きで祝樽を割ってトンネル貫通を喜ぶ関係者。左から、堀川親
則さん（木倉）、甲斐利幸会長、木村元一御船副町長、荒木崇さん（同）

幅員７㍍と歩道1.5㍍が整備された、役場とカルチャー
センター間の町道迎町高校線 の箇所は平成23年度工事部分

つ
る
や
ま
だ
に

よ
う
い
つ

た
か
し

財布に収納できる大きさの「カード型保険証」
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